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４
月
４
日
、
今
村
復
興
大
臣
は
記
者
会

見
で
自
主
避
難
者
の
住
宅
支
援
打
ち
切
り

問
題
を
厳
し
く
追
及
さ
れ
、
記
者
に
向

か
っ
て
「
無
礼
だ
、
出
て
い
き
な
さ
い
！　

う
る
さ
い
！
」
と
怒
鳴
り
つ
け
ま
し
た
。

度
し
難
い
愚
か
な
対
応
で
す
。
し
か
し
、

今
村
大
臣
の
会
見
で
最
も
問
題
な
の
は
、

感
情
的
に
な
っ
た
こ
と
で
は
な
く
「
自
主

避
難
は
本
人
の
責
任
、
本
人
の
判
断
」
と

い
う
言
葉
で
す
。
ま
た
「
裁
判
で
も
何
で

も
や
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と
突
き
放

す
よ
う
な
発
言
も
出
ま
し
た
。
こ
れ
ら
が

避
難
者
の
心
を
深
く
傷
つ
け
、
大
き
な
怒

り
を
呼
び
起
こ
し
、
連
日
の
抗
議
行
動
を

招
い
て
い
ま
す
。
私
も
翌
日
の
夕
方
、
有

志
の
人
た
ち
と
復
興
庁
前
に
駆
け
つ
け
抗

議
し
ま
し
た
。

　

い
わ
ゆ
る
「
自
主
避
難
者
」
と
さ
れ
て

い
る
人
々
は
、
国
の
避
難
指
示
区
域
外
に

居
住
し
て
い
た
も
の
の
、
子
ど
も
な
ど
を

抱
え
、
と
う
て
い
許
容
で
き
る
は
ず
の
な

い
高
い
放
射
線
量
で
、
地
元
を
離
れ
ざ
る

を
え
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
た
末
の
選

択
で
す
。
６
年
経
っ
て
何
と
か
避
難
先
で

の
生
活
が
落
ち
着
い
て
き
た
こ
の
時
期
に
、

国
と
福
島
県
は
住
宅
提
供
打
ち
切
り
を
強

行
し
ま
し
た
。
命
の
危
機
に
立
た
さ
れ
た

避
難
者
も
出
て
い
る
の
で
す
。

２
０
１
２
年
、
衆
参
両
院
で
全
会
一
致

で
制
定
さ
れ
た
「
原
発
事
故
子
ど
も
被
災

者
支
援
法
」
で
は
、
基
本
理
念
と
し
て
第

２
条
に
「
支
援
対
象
地
域
に
お
け
る
居
住
、

他
の
地
域
へ
の
移
動
及
び
移
動
前
の
地
域

へ
の
帰
還
に
つ
い
て
の
選
択
を
自
ら
の
意

思
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

被
災
者
が
そ
の
い
ず
れ
を
選
択
し
た
場
合

で
あ
っ
て
も
適
切
に
支
援
す
る
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
第
３
条
に
は
国
が
生
活
支
援

の
責
務
を
有
す
る
、
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。

今
村
復
興
大
臣
の
発
言
は
こ
の
法
を
踏
み

に
じ
る
も
の
で
す
。
住
宅
提
供
の
打
ち
切

り
は
違
法
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

そ
し
て
今
村
復
興
大
臣
の
言
葉
は
安
倍

政
権
の「
本
音
」を
明
ら
か
に
し
た
の
で
す
。

フ
ク
イ
チ
の
放
射
能
は
も
う
問
題
な
い（
と

し
た
い
）、
避
難
者
へ
の
補
償
は
終
わ
り
に

し
た
い
、
避
難
は
自
己
責
任
、
そ
し
て
原

発
再
稼
働
を
進
め
た
い
、
核
武
装
の
た
め

に
原
発
は
必
要
、
そ
ん
な
安
倍
政
権
の
思

い
が
復
興
大
臣
の
口
か
ら
こ
ぼ
れ
出
た
の

で
し
ょ
う
。
単
な
る
一
閣
僚
の
暴
言
で
済

ま
さ
れ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

安
倍
内
閣
の
「
自
己
責
任
」
と
い
う
呪

い
は
避
難
者
だ
け
で
な
く
、
私
た
ち
す
べ

て
に
降
り
か
か
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
大

臣
が
謝
罪
し
た（
渋
々
で
す
が
）と
し
て
も
、

許
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
す
。

（
中
村
ま
さ
こ
）

　

森
友
学
園
問
題
で
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
「
教
育
勅

語
」。
政
府
は
憲
法
や
教
育

基
本
法
に
反
し
な
い
形
で
教

材
に
す
る
こ
と
は
問
題
な

い
、
と
閣
議
決
定
を
し
た
。

　
「
教
育
勅
語
は
明
治
天
皇

が
臣
民
に
求
め
る
徳
目
を
な

ら
べ
、
国
や

天
皇
に
命
を

捧
げ
る
よ
う

求
め
る
軍
国

主
義
教
育
に

結
び
つ
い
た

と
さ
れ
る
。」

（
東
京
新
聞
４

月
４
日
）

第
２
次
世

界
大
戦
後
の

１
９
４
８
年
、

教
育
勅
語
は
「
基
本
的
人
権

を
損
な
い
、
国
際
的
に
も
疑

念
を
残
す
」
と
し
て
国
会
で

排
除
・
失
効
の
決
議
が
さ
れ

て
い
る
。
国
民
主
権
の
現
憲

法
下
で
は
教
育
勅
語
は
「
憲

法
や
教
育
基
本
法
」
に
反
す

る
も
の
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。

　

旧
日
本
軍
の
戦
闘
訓
練
で

あ
る
銃
剣
道
の
復
活
や
共
謀

罪
な
ど
、
安
倍
政
権
の
暴
走

は
お
ぞ
ま
し
く
危
険
だ
。

イラスト /yukiko A

中村まさ子の活動日誌（抄）

１月

４日 賀詞交歓会

９日 成人式

11日 女性議員パワーアップ講座、東京清掃労組旗開き

12日 東京土建江東支部新春の集い

13日 江東区連合音楽会、支援法自治体議連、大島地
区各団体合同新年会

14日 さよなら原発 1000 万人署名

15日 大島６丁目団地新年会

17日 マンション建設問題会議

18日 避難の共同センター会議

20日 大島中賀詞交歓会

21日 青少年交流プラザ団体説明会

22日 東部労組新年会、シンポジウム「日本の学校教
育の私費負担を考える」

23日 さよなら原発 1000 万人署名会議

25日 豊洲市場移転問題勉強会

26日 解放共闘総会、区政勉強会

27日 キルトクラブうさうさ、定例会議

29日 緑の党東京本部総会

30日 老人クラブ聯合会 50 周年式典、セミナー「ま
だ変わる！　介護保険」

２月

１日 土地開発公社評議会

２日 地方×国制作研究会

８日 全員協議会

10日 定例会議

11日 さよなら原発 1000 万人署名、緑の党総会

13 日 脱原発会議、マンション建設問題会議

14 日 区政勉強会

17 日 キルトクラブうさうさ

18 日 集会「避難者の住まいを奪うな！」

19 日 避難者の話を聞く会

20 日 原発事故避難者の住宅をめぐる政府交渉

21 日（～３月 30日）第１回区議会定例会

22 日 清掃一部事務組合労組旗開き

23 日 上映会「高江─森が泣いている」

26 日 枝川裁判 10周年実行委員会

３月

５日 朝日友好親善の集い

11 日 さよなら原発 1000 万人署名

17 日 大島中学校卒業式、卒業を祝う会

20 日 江東区民オンブズマンの会総会、仙台堀川公園住民説明会

22 日 避難者住宅問題で都と交渉

23 日 大島第３小学校卒業式

24 日 大島第５小学校卒業式、キルトクラブうさうさ、定例会議

25 日 青少年交流プラザ内覧会

26 日 枝川朝鮮学校裁判 10周年

31 日 震災センター会議

今
村
復
興
大
臣
の
暴
言
の
示
す
も
の
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︿﹁
共
謀
罪
﹂
学
習
会
の
ご
案
内
﹀ 

﹁
話
し
合
う
こ
と
が
罪
に
な
る
﹂
共
謀

罪
法
案
に
つ
い
て
学
習
会
を
開
催
し

ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

講
師
：
保
坂
展
人
︵
世
田
谷
区
長
︶

５
月
12
日
午
後
６
時
30
分
か
ら

江
東
区
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー︵
西
大
島
駅
上
︶

資
料
代
：
５
０
０
円 

︿
先
着
１
０
０
名
﹀

本
紙
読
者
の
皆
さ
ん
は
区

役
所
二
階
の
区
議
会
事
務
局

に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？　

中
村
区
議

と
面
会
す
る
た
め
に
訪
れ
た

り
、
陳
情
提
出
の
た
め
に
事

務
局
を
訪
問
さ
れ
た
方
も
あ

る
か
と
思
い
ま
す
。

二
階
入
口

の
表
示
、
気

に
な
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し

た
か
。
私
は

行
く
た
び
に

嫌
な
気
分

に
な
っ
た
の

で
、
必
ず
事

務
局
職
員
に

一
言
、
二
言
、
声
を
か
け
て
い

ま
し
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
か
、

２
０
１
６
年
秋
に
表
示
が
変
更

に
な
り
ま
し
た
。
以
前
の
表
示

（
右
）
と
現
在
の
表
示
（
左
）、

ど
う
見
て
も
、
今
の
表
示
の
方

が
い
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

（
塩
浜
・
花
村
健
一
）

　「
民
主
主
義
」
は
入
口
表
示
か
ら
?!

「
教
育
勅
語
」は

許
さ
れ
ま
せ
ん

1940 年発行『教育勅語児童読本』巻頭に掲載
されている「教育勅語」。同書の著者は「教育
勅語渙発五十周年奉賛会」（国立国会図書館蔵）

＊
中
学
生
勉
強
会
参
加
者
募
集

　

塾
に
通
っ
て
い
な
い
中
学
生
を
対
象
に
「
江
東
中
学
生

勉
強
会
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
が
学
習
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
関
心
の
あ
る
方
は
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

日
時
：
毎
週
水
曜
日
18
時
30
分
か
ら

会
場
：
江
東
区
青
少
年
交
流
プ
ラ
ザ（
旧
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）

江
東
区
亀
戸
７
│
41
│
16

費
用
：
月
額
５
０
０
円

お
問
合
せ
：
０
９
０
│
２
１
６
１
│
１
９
６
３
（
中
村
）

ま
で
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一
般
会
計
は
１
９
９
６
億
円
で
、

前
年
度
よ
り
１
１
０
億
円
、
５
・

８
％
増
の
過
去
最
大
規
模
の
予
算

に
な
り
ま
し
た
。
歳
入
で
は
区
税

が
10
億
円
増
、
繰
入
金
（
区
の
基

金
を
取
り
崩
し
て
歳
入
に
）
21
億

円
増
、
国
・
都
か
ら
の
支
出
金
19

億
円
増
な
ど
。
歳
出
は
人
件
費
が

減
っ
た
も
の
の
、
保
育
所
運
営
費

の
増
、（
仮
称
）
第
2
有
明
小
中
の

整
備
費
（
今
年
度
１
０
８
億
円
）

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
会
計
は
６
３
１

億
円
、
介
護
保
険
会
計
は
３
１
３

億
円
、
後
期
高
齢
者
医
療
会
計
は

91
億
円
で
、
４
会
計
の
合
計
が
区

政
史
上
初
め
て
３
０
０
０
億
円
を

超
え
ま
し
た
。

　

予
算
委
員
会
で
は
次
の
よ
う
な

質
問
を
し
ま
し
た
。

・
学
習
支
援
事
業
に
つ
い
て

中
村　
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法

に
基
づ
く
学
習
支
援
「
ま
な
び

サ
ポ
ー
ト
」
事
業
の
成
果
を
問

う
。

保
護
課
長　

成
績
が
上
が
っ
た
、

家
で
も
勉
強
す
る
よ
う
に
な
っ

た
、
な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

１
２
０
名
の
参
加
者
の
う
ち
１

１
９
名
が
高
校
に
進
学
し
た
。

中
村　
高
校
進
学
後
の
支
援
も
必

要
で
は
な
い
か
。

保
護
課
長　

ま
な
び
サ
ポ
ー
ト
を

卒
業
し
た
高
校
生
が
毎
回
3
名

か
ら
5
名
参
加
し
て
い
る
。
高

校
生
に
勉
強
の
場
と
相
談
の
機

会
を
提
供
し
、
支
援
し
て
い
る
。

中
村　
い
く
つ
か
の
区
で
は
子
ど

も
の
貧
困
の
実
態
調
査
を
実
施

し
、
保
護
者
や
子
ど
も
の
声
を

聞
い
て
貧
困
対
策
に
生
か
し
て

い
る
。
江
東
区
で
も
調
査
を
考

え
て
い
る
の
か
。

保
護
課
長　

各
所
管
課
が
事
業
の

中
で
実
態
把
握
に
努
め
て
い
る

の
で
、
改
め
て
調
査
す
る
予
定

は
な
い
。

・
就
学
援
助
の
入
学
準
備
金
に

つ
い
て

中
村　
江
東
区
の
小
中
学
校
の
入

学
時
に
か
か
る
費
用
は
。

学
務
課
長　
指
定
用
品
の
価
格
は
、

小
学
校
で
約
1
万
円
、
中
学
校

で
6
万
５
０
０
０
円
か
ら
7
万

円
。

中
村　
実
際
に
か
か
る
金
額
と
か

い
離
し
て
い
る
。
改
善
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

学
務
課
長　

必
要
額
の
一
部
を
支

援
す
る
も
の
で
、
増
額
は
考
え

て
い
な
い
。

中
村　
入
学
準
備
金
は
入
学
前
に

支
給
で
き
る
よ
う
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
（
現
在
は
8
月
に
支

給
）。

学
務
課
長　

入
学
前
だ
と
区
外
転

出
者
や
私
立
中
進
学
者
に
も
支

給
し
て
し
ま
う
。

中
村　
入
学
前
に
支
給
し
て
い
る

自
治
体
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ

ろ
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
を
工
夫
し

て
前
倒
し
支
給
し
て
い
る
。
江

東
区
で
も
検
討
を
。

学
務
課
長　

現
段
階
で
は
前
倒
し

支
給
は
考
え
て
い
な
い
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
に
つ
い

て
中
村　
２
０
１
４

年
度
か
ら
制
度

が
始
ま
っ
た
が
、

今
年
度
を
含
め

て
、
こ
の
4
年

間
の
総
経
費
と

区
の
実
質
的
な

負
担
額
は
。

企
画
課
長　

全
体

で
24
億
６
９
０

０
万
円
。
区
の

持
ち
出
し
分
は

9
億
６
３
０
０

万
円
。

中
村　
こ
れ
は
本

来
国
が
経
費
を

全
部
負
担
す
る

べ
き
事
業
だ
が
、

区
に
大
き
な
負

担
が
発
生
し
て

い
る
。
国
に
責

任
を
果
た
す
よ

う
求
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

中
村　
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
使
っ
て
パ
ソ
コ
ン

か
ら
行
政
手
続
き
な
ど
が
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
）
が
導
入
さ
れ
る

予
定
だ
が
、
江
東
区
の
対
応
は
。

企
画
課
長　

7
月
か
ら
「
子
育
て

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
」
の

導
入
を
検
討
し
て
い
る
。

中
村　
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
は
利
用

条
件
が
厳
し
く
、
使
い
勝
手
が

悪
い
と
聞
い
て
い
る
。
使
う
人

の
権
利
保
障
や
情
報
漏
え
い
対

策
は
。

企
画
課
長　

指
摘
の
よ
う
に
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
の
活
用
は
難
し
い

と
言
わ
れ
て
お
り
、
ど
こ
ま
で

普
及
す
る
か
と
い
う
問
題
は
あ

る
。
情
報
漏
え
い
の
問
題
は
な

い
と
認
識
し
て
い
る
。
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中
村　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

利
用
し
た
コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
関

す
る
経
費
の
内
訳
は
。

区
民
課
長　

リ
ー
ス
料
、
シ
ス
テ

ム
改
修
費
な
ど
で
年
８
８
０
万

円
、
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス

テ
ム
機
構
に
払
う
運
営
負
担
金

が
年
５
０
０
万
円
、
コ
ン
ビ
ニ

へ
の
委
託
手
数
料
が
1
通
あ
た

り
１
２
３
円
。

中
村　
現
在
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人
は
９
％

程
度
で
あ
り
、
今
後
そ
れ
ほ
ど

拡
大
す
る
と
は
思
え
な
い
。
住

民
は
行
政
や
勤
務
先
に
本
人
確

認
書
類
を
提
出
す
る
手
間
が
か

か
り
、
行
政
も
本
人
確
認
事
務

の
負
担
が
増
え
た
。
会
社
や
事

業
所
も
働
い
て
い
る
人
の
番
号

の
収
集
・
管
理
の
手
間
や
責
任

が
増
え
た
と
い
う
こ
と
で
、
今

の
と
こ
ろ
誰
も
便
利
に
な
っ
て

い
な
い
。
自
治
体
は
国
に
対
し

て
費
用
対
効
果
な
ど
常
に
チ
ェ

ッ
ク
を
す
る
こ
と
が
必
要
。

・
住
宅
問
題

中
村　
お
部
屋
探
し
サ
ポ
ー
ト
事

業
は
、
こ
れ
ま
で
部
屋
探
し
を

支
援
す
る
対
象
が
高
齢
者
だ
け

だ
っ
た
が
、
障
が
い
者
、
ひ
と

り
親
家
庭
が
加
わ
り
、
相
談
窓

口
も
増
え
る
。
区
内
に
た
く
さ

ん
い
る
被
災
者
を
対
象
に
す
る

こ
と
も
検
討
を
。

住
宅
課
長　
被
災
者
で
高
齢
の
方
、

障
が
い
者
、
ひ
と
り
親
は
対
象

に
な
る
。
そ
の
ほ
か
の
被
災
者

は
今
後
検
討
す
る
。

中
村　
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

法
の
改
正
が
あ
り
、
空
き
家
の
活

用
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
江
東
区

の
空
き
家
・
空
き
室
の
状
況
は
。

住
宅
課
長　
推
計
で
空
き
家
率
７
・

８
％
、
約
２
万
戸
（
２
０
１
３

年
）。

中
村　
都
営
住
宅
や
区
営
住
宅
の

建
設
は
見
込
め
な
い
。
空
き
家

を
活
用
し
て
、
低
廉
で
良
質
な

公
営
住
宅
を
整
備
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

住
宅
課
長　
物
件
の
権
利
関
係
や

耐
震
性
な
ど
ク
リ
ア
す
べ
き
課

題
が
多
く
、
現
時
点
で
は
難
し

い
。

・
仙
台
堀
川
公
園
の
改
修
工

事

中
村　
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
30
数

年
た
ち
、
区
民
の
森
と
し
て
育

っ
て
き
た
。
貴
重
な
生
物
も
生

息
し
て
い
る
。
改
修
に
あ
た
っ

て
生
物
調
査
は
し
た
の
か
。

河
川
公
園
課
長　

実
施
し
て
な
い

が
、
職
員
に
よ
る
目
視
や
住
民

へ
の
聞
き
取
り
を
作
年
行
っ
た
。

中
村　
伐
採
す
る
樹
木
の
量
は
。

河
川
公
園
課
長　

3
割
程
度
伐
採

の
計
画
だ
が
、
そ
れ
以
上
の
新

植
を
考
え
て
い
る
。
緑
地
面
積

は
現
在
と
同
等
と
考
え
る
。

中
村　
伐
採
で
生
態
系
へ
の
影
響

は
。

河
川
公
園
課
長　

で
き
る
だ
け
影

響
を
与
え
な
い
よ
う
、
生
物
に

や
さ
し
い
手
法
と
生
態
系
の
回

復
・
再
生
を
念
頭
に
工
事
を
進

め
る
。
専
門
家
に
よ
る
生
態
系

の
調
査
は
今
後
検
討
す
る
。

中
村　
雨
水
対
策
の
た
め
水
路
を

暗
渠
化
す
る
計
画
に
な
っ
て
い

る
が
、
多
様
な
水
辺
環
境
が
失

わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
暗
渠

で
な
く
、
地
上
化
す
べ
き
と
い

う
意
見
も
あ
る
。

河
川
公
園
課
長　

暗
渠
化
は
水
害

対
策
の
た
め
に
必
要
。
新
た
な

水
路
を
設
け
る
。
い
ろ
い
ろ
な

意
見
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
る
の
で
、
丁
寧
な
合
意
形
成

を
図
っ
て
い
く
。

　◆主な議案への対応

件名
自 公 民進ク 共産

おおやね 見山 川北 三次 図師
市民の声
（中村）

一般会計、国保会計、介護保険会計、後期高齢者医療会計予算
（過去最大規模だが、住民福祉の向上、負担軽減にもっと振り当てるべき） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ×

一般会計予算に対する修正案（共産党提出の修正案） × × × ○ × × × × × ×

議員、区長、教育長の給与値上げ（政策決定をする側の値上げは反対） ○ ○ ○ × ○ × ○ × × ×

保育所条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

女性福祉資金貸付条例を廃止する条例（実績がなく、他の制度でも対応可能） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

教育委員会教育長選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

自転車放置などに関する条例の一部改正（新木場駅の駐輪場を廃止するが、近くに新設） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

学童クラブ条例の一部改正（大島６丁目、北砂７丁目の学童クラブ廃止） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

学校設置条例の一部改正（小中一貫の有明西学園を新設。課題多い） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ×

住宅修築資金融資基金条例を廃止する条例（利用範囲の広い基金は残してほしい） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ×

国民健康保険条例の一部改正（前年度比 7,252 円の大幅値上げ） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ×

中村まさ子の収支報告（2017 年１月〜３月）

１月 ２月 ３月 期末手当

収入 議員報酬 610,000 610,000 610,000 221,125
費用弁償 3,000 12,000 24,000 0

支出

所得税 35,820 35,820 35,820 40,638
住民税 51,600 51,600 51,600 0
国民健康保険料 73,000 73,000 73,000 0
共有会 2,000 2,000 2,000 0
生活費、活動費 300,000 300,000 300,000 ─
退職積立金 60,000 60,000 60,000 ─
活動積立金 30,000 30,000 30,000 ─
共に歩む会へ 57,580 57,580 57,580 180,487

２
０
１
７
年
度
予
算

 

補
正
予
算
委
員
会

★費用弁償は見直しを求めています。被災地や区外の社会貢献団体への寄付などに使いま
す。前号の区議会レポートで昨年の 11 月、12 月の費用弁償が 0 となっていましたが、
実際はそれぞれ 6000 円でした。お詫びして訂正いたします。

他無所属

 

予
算
委
員
会

4 月 5 日 復興庁前で今村発言に抗議
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一
般
会
計
は
１
９
９
６
億
円
で
、

前
年
度
よ
り
１
１
０
億
円
、
５
・

８
％
増
の
過
去
最
大
規
模
の
予
算

に
な
り
ま
し
た
。
歳
入
で
は
区
税

が
10
億
円
増
、
繰
入
金
（
区
の
基

金
を
取
り
崩
し
て
歳
入
に
）
21
億

円
増
、
国
・
都
か
ら
の
支
出
金
19

億
円
増
な
ど
。
歳
出
は
人
件
費
が

減
っ
た
も
の
の
、
保
育
所
運
営
費

の
増
、（
仮
称
）
第
2
有
明
小
中
の

整
備
費
（
今
年
度
１
０
８
億
円
）

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
会
計
は
６
３
１

億
円
、
介
護
保
険
会
計
は
３
１
３

億
円
、
後
期
高
齢
者
医
療
会
計
は

91
億
円
で
、
４
会
計
の
合
計
が
区

政
史
上
初
め
て
３
０
０
０
億
円
を

超
え
ま
し
た
。

　

予
算
委
員
会
で
は
次
の
よ
う
な

質
問
を
し
ま
し
た
。

・
学
習
支
援
事
業
に
つ
い
て

中
村　
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法

に
基
づ
く
学
習
支
援
「
ま
な
び

サ
ポ
ー
ト
」
事
業
の
成
果
を
問

う
。

保
護
課
長　

成
績
が
上
が
っ
た
、

家
で
も
勉
強
す
る
よ
う
に
な
っ

た
、
な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

１
２
０
名
の
参
加
者
の
う
ち
１

１
９
名
が
高
校
に
進
学
し
た
。

中
村　
高
校
進
学
後
の
支
援
も
必

要
で
は
な
い
か
。

保
護
課
長　

ま
な
び
サ
ポ
ー
ト
を

卒
業
し
た
高
校
生
が
毎
回
3
名

か
ら
5
名
参
加
し
て
い
る
。
高

校
生
に
勉
強
の
場
と
相
談
の
機

会
を
提
供
し
、
支
援
し
て
い
る
。

中
村　
い
く
つ
か
の
区
で
は
子
ど

も
の
貧
困
の
実
態
調
査
を
実
施

し
、
保
護
者
や
子
ど
も
の
声
を

聞
い
て
貧
困
対
策
に
生
か
し
て

い
る
。
江
東
区
で
も
調
査
を
考

え
て
い
る
の
か
。

保
護
課
長　

各
所
管
課
が
事
業
の

中
で
実
態
把
握
に
努
め
て
い
る

の
で
、
改
め
て
調
査
す
る
予
定

は
な
い
。

・
就
学
援
助
の
入
学
準
備
金
に

つ
い
て

中
村　
江
東
区
の
小
中
学
校
の
入

学
時
に
か
か
る
費
用
は
。

学
務
課
長　
指
定
用
品
の
価
格
は
、

小
学
校
で
約
1
万
円
、
中
学
校

で
6
万
５
０
０
０
円
か
ら
7
万

円
。

中
村　
実
際
に
か
か
る
金
額
と
か

い
離
し
て
い
る
。
改
善
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

学
務
課
長　

必
要
額
の
一
部
を
支

援
す
る
も
の
で
、
増
額
は
考
え

て
い
な
い
。

中
村　
入
学
準
備
金
は
入
学
前
に

支
給
で
き
る
よ
う
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
（
現
在
は
8
月
に
支

給
）。

学
務
課
長　

入
学
前
だ
と
区
外
転

出
者
や
私
立
中
進
学
者
に
も
支

給
し
て
し
ま
う
。

中
村　
入
学
前
に
支
給
し
て
い
る

自
治
体
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ

ろ
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
を
工
夫
し

て
前
倒
し
支
給
し
て
い
る
。
江

東
区
で
も
検
討
を
。

学
務
課
長　

現
段
階
で
は
前
倒
し

支
給
は
考
え
て
い
な
い
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
に
つ
い

て
中
村　
２
０
１
４

年
度
か
ら
制
度

が
始
ま
っ
た
が
、

今
年
度
を
含
め

て
、
こ
の
4
年

間
の
総
経
費
と

区
の
実
質
的
な

負
担
額
は
。

企
画
課
長　

全
体

で
24
億
６
９
０

０
万
円
。
区
の

持
ち
出
し
分
は

9
億
６
３
０
０

万
円
。

中
村　
こ
れ
は
本

来
国
が
経
費
を

全
部
負
担
す
る

べ
き
事
業
だ
が
、

区
に
大
き
な
負

担
が
発
生
し
て

い
る
。
国
に
責

任
を
果
た
す
よ

う
求
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

中
村　
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
使
っ
て
パ
ソ
コ
ン

か
ら
行
政
手
続
き
な
ど
が
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
）
が
導
入
さ
れ
る

予
定
だ
が
、
江
東
区
の
対
応
は
。

企
画
課
長　

7
月
か
ら
「
子
育
て

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
」
の

導
入
を
検
討
し
て
い
る
。

中
村　
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
は
利
用

条
件
が
厳
し
く
、
使
い
勝
手
が

悪
い
と
聞
い
て
い
る
。
使
う
人

の
権
利
保
障
や
情
報
漏
え
い
対

策
は
。

企
画
課
長　

指
摘
の
よ
う
に
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
の
活
用
は
難
し
い

と
言
わ
れ
て
お
り
、
ど
こ
ま
で

普
及
す
る
か
と
い
う
問
題
は
あ

る
。
情
報
漏
え
い
の
問
題
は
な

い
と
認
識
し
て
い
る
。
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中
村　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

利
用
し
た
コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
関

す
る
経
費
の
内
訳
は
。

区
民
課
長　

リ
ー
ス
料
、
シ
ス
テ

ム
改
修
費
な
ど
で
年
８
８
０
万

円
、
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス

テ
ム
機
構
に
払
う
運
営
負
担
金

が
年
５
０
０
万
円
、
コ
ン
ビ
ニ

へ
の
委
託
手
数
料
が
1
通
あ
た

り
１
２
３
円
。

中
村　
現
在
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人
は
９
％

程
度
で
あ
り
、
今
後
そ
れ
ほ
ど

拡
大
す
る
と
は
思
え
な
い
。
住

民
は
行
政
や
勤
務
先
に
本
人
確

認
書
類
を
提
出
す
る
手
間
が
か

か
り
、
行
政
も
本
人
確
認
事
務

の
負
担
が
増
え
た
。
会
社
や
事

業
所
も
働
い
て
い
る
人
の
番
号

の
収
集
・
管
理
の
手
間
や
責
任

が
増
え
た
と
い
う
こ
と
で
、
今

の
と
こ
ろ
誰
も
便
利
に
な
っ
て

い
な
い
。
自
治
体
は
国
に
対
し

て
費
用
対
効
果
な
ど
常
に
チ
ェ

ッ
ク
を
す
る
こ
と
が
必
要
。

・
住
宅
問
題

中
村　
お
部
屋
探
し
サ
ポ
ー
ト
事

業
は
、
こ
れ
ま
で
部
屋
探
し
を

支
援
す
る
対
象
が
高
齢
者
だ
け

だ
っ
た
が
、
障
が
い
者
、
ひ
と

り
親
家
庭
が
加
わ
り
、
相
談
窓

口
も
増
え
る
。
区
内
に
た
く
さ

ん
い
る
被
災
者
を
対
象
に
す
る

こ
と
も
検
討
を
。

住
宅
課
長　
被
災
者
で
高
齢
の
方
、

障
が
い
者
、
ひ
と
り
親
は
対
象

に
な
る
。
そ
の
ほ
か
の
被
災
者

は
今
後
検
討
す
る
。

中
村　
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

法
の
改
正
が
あ
り
、
空
き
家
の
活

用
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
江
東
区

の
空
き
家
・
空
き
室
の
状
況
は
。

住
宅
課
長　
推
計
で
空
き
家
率
７
・

８
％
、
約
２
万
戸
（
２
０
１
３

年
）。

中
村　
都
営
住
宅
や
区
営
住
宅
の

建
設
は
見
込
め
な
い
。
空
き
家

を
活
用
し
て
、
低
廉
で
良
質
な

公
営
住
宅
を
整
備
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

住
宅
課
長　
物
件
の
権
利
関
係
や

耐
震
性
な
ど
ク
リ
ア
す
べ
き
課

題
が
多
く
、
現
時
点
で
は
難
し

い
。

・
仙
台
堀
川
公
園
の
改
修
工

事

中
村　
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
30
数

年
た
ち
、
区
民
の
森
と
し
て
育

っ
て
き
た
。
貴
重
な
生
物
も
生

息
し
て
い
る
。
改
修
に
あ
た
っ

て
生
物
調
査
は
し
た
の
か
。

河
川
公
園
課
長　

実
施
し
て
な
い

が
、
職
員
に
よ
る
目
視
や
住
民

へ
の
聞
き
取
り
を
作
年
行
っ
た
。

中
村　
伐
採
す
る
樹
木
の
量
は
。

河
川
公
園
課
長　

3
割
程
度
伐
採

の
計
画
だ
が
、
そ
れ
以
上
の
新

植
を
考
え
て
い
る
。
緑
地
面
積

は
現
在
と
同
等
と
考
え
る
。

中
村　
伐
採
で
生
態
系
へ
の
影
響

は
。

河
川
公
園
課
長　

で
き
る
だ
け
影

響
を
与
え
な
い
よ
う
、
生
物
に

や
さ
し
い
手
法
と
生
態
系
の
回

復
・
再
生
を
念
頭
に
工
事
を
進

め
る
。
専
門
家
に
よ
る
生
態
系

の
調
査
は
今
後
検
討
す
る
。

中
村　
雨
水
対
策
の
た
め
水
路
を

暗
渠
化
す
る
計
画
に
な
っ
て
い

る
が
、
多
様
な
水
辺
環
境
が
失

わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
暗
渠

で
な
く
、
地
上
化
す
べ
き
と
い

う
意
見
も
あ
る
。

河
川
公
園
課
長　

暗
渠
化
は
水
害

対
策
の
た
め
に
必
要
。
新
た
な

水
路
を
設
け
る
。
い
ろ
い
ろ
な

意
見
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
る
の
で
、
丁
寧
な
合
意
形
成

を
図
っ
て
い
く
。

　◆主な議案への対応

件名
自 公 民進ク 共産

おおやね 見山 川北 三次 図師
市民の声
（中村）

一般会計、国保会計、介護保険会計、後期高齢者医療会計予算
（過去最大規模だが、住民福祉の向上、負担軽減にもっと振り当てるべき） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ×

一般会計予算に対する修正案（共産党提出の修正案） × × × ○ × × × × × ×

議員、区長、教育長の給与値上げ（政策決定をする側の値上げは反対） ○ ○ ○ × ○ × ○ × × ×

保育所条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

女性福祉資金貸付条例を廃止する条例（実績がなく、他の制度でも対応可能） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

教育委員会教育長選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

自転車放置などに関する条例の一部改正（新木場駅の駐輪場を廃止するが、近くに新設） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

学童クラブ条例の一部改正（大島６丁目、北砂７丁目の学童クラブ廃止） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

学校設置条例の一部改正（小中一貫の有明西学園を新設。課題多い） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ×

住宅修築資金融資基金条例を廃止する条例（利用範囲の広い基金は残してほしい） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ×

国民健康保険条例の一部改正（前年度比 7,252 円の大幅値上げ） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ×

中村まさ子の収支報告（2017 年１月〜３月）

１月 ２月 ３月 期末手当

収入 議員報酬 610,000 610,000 610,000 221,125
費用弁償 3,000 12,000 24,000 0

支出

所得税 35,820 35,820 35,820 40,638
住民税 51,600 51,600 51,600 0
国民健康保険料 73,000 73,000 73,000 0
共有会 2,000 2,000 2,000 0
生活費、活動費 300,000 300,000 300,000 ─
退職積立金 60,000 60,000 60,000 ─
活動積立金 30,000 30,000 30,000 ─
共に歩む会へ 57,580 57,580 57,580 180,487

２
０
１
７
年
度
予
算

 

補
正
予
算
委
員
会

★費用弁償は見直しを求めています。被災地や区外の社会貢献団体への寄付などに使いま
す。前号の区議会レポートで昨年の 11 月、12 月の費用弁償が 0 となっていましたが、
実際はそれぞれ 6000 円でした。お詫びして訂正いたします。

他無所属

 

予
算
委
員
会

4 月 5 日 復興庁前で今村発言に抗議
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４
月
４
日
、
今
村
復
興
大
臣
は
記
者
会

見
で
自
主
避
難
者
の
住
宅
支
援
打
ち
切
り

問
題
を
厳
し
く
追
及
さ
れ
、
記
者
に
向

か
っ
て
「
無
礼
だ
、
出
て
い
き
な
さ
い
！　

う
る
さ
い
！
」
と
怒
鳴
り
つ
け
ま
し
た
。

度
し
難
い
愚
か
な
対
応
で
す
。
し
か
し
、

今
村
大
臣
の
会
見
で
最
も
問
題
な
の
は
、

感
情
的
に
な
っ
た
こ
と
で
は
な
く
「
自
主

避
難
は
本
人
の
責
任
、
本
人
の
判
断
」
と

い
う
言
葉
で
す
。
ま
た
「
裁
判
で
も
何
で

も
や
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と
突
き
放

す
よ
う
な
発
言
も
出
ま
し
た
。
こ
れ
ら
が

避
難
者
の
心
を
深
く
傷
つ
け
、
大
き
な
怒

り
を
呼
び
起
こ
し
、
連
日
の
抗
議
行
動
を

招
い
て
い
ま
す
。
私
も
翌
日
の
夕
方
、
有

志
の
人
た
ち
と
復
興
庁
前
に
駆
け
つ
け
抗

議
し
ま
し
た
。

　

い
わ
ゆ
る
「
自
主
避
難
者
」
と
さ
れ
て

い
る
人
々
は
、
国
の
避
難
指
示
区
域
外
に

居
住
し
て
い
た
も
の
の
、
子
ど
も
な
ど
を

抱
え
、
と
う
て
い
許
容
で
き
る
は
ず
の
な

い
高
い
放
射
線
量
で
、
地
元
を
離
れ
ざ
る

を
え
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
た
末
の
選

択
で
す
。
６
年
経
っ
て
何
と
か
避
難
先
で

の
生
活
が
落
ち
着
い
て
き
た
こ
の
時
期
に
、

国
と
福
島
県
は
住
宅
提
供
打
ち
切
り
を
強

行
し
ま
し
た
。
命
の
危
機
に
立
た
さ
れ
た

避
難
者
も
出
て
い
る
の
で
す
。

２
０
１
２
年
、
衆
参
両
院
で
全
会
一
致

で
制
定
さ
れ
た
「
原
発
事
故
子
ど
も
被
災

者
支
援
法
」
で
は
、
基
本
理
念
と
し
て
第

２
条
に
「
支
援
対
象
地
域
に
お
け
る
居
住
、

他
の
地
域
へ
の
移
動
及
び
移
動
前
の
地
域

へ
の
帰
還
に
つ
い
て
の
選
択
を
自
ら
の
意

思
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

被
災
者
が
そ
の
い
ず
れ
を
選
択
し
た
場
合

で
あ
っ
て
も
適
切
に
支
援
す
る
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
第
３
条
に
は
国
が
生
活
支
援

の
責
務
を
有
す
る
、
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。

今
村
復
興
大
臣
の
発
言
は
こ
の
法
を
踏
み

に
じ
る
も
の
で
す
。
住
宅
提
供
の
打
ち
切

り
は
違
法
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

そ
し
て
今
村
復
興
大
臣
の
言
葉
は
安
倍

政
権
の「
本
音
」を
明
ら
か
に
し
た
の
で
す
。

フ
ク
イ
チ
の
放
射
能
は
も
う
問
題
な
い（
と

し
た
い
）、
避
難
者
へ
の
補
償
は
終
わ
り
に

し
た
い
、
避
難
は
自
己
責
任
、
そ
し
て
原

発
再
稼
働
を
進
め
た
い
、
核
武
装
の
た
め

に
原
発
は
必
要
、
そ
ん
な
安
倍
政
権
の
思

い
が
復
興
大
臣
の
口
か
ら
こ
ぼ
れ
出
た
の

で
し
ょ
う
。
単
な
る
一
閣
僚
の
暴
言
で
済

ま
さ
れ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

安
倍
内
閣
の
「
自
己
責
任
」
と
い
う
呪

い
は
避
難
者
だ
け
で
な
く
、
私
た
ち
す
べ

て
に
降
り
か
か
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
大

臣
が
謝
罪
し
た（
渋
々
で
す
が
）と
し
て
も
、

許
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
す
。

（
中
村
ま
さ
こ
）

　

森
友
学
園
問
題
で
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
「
教
育
勅

語
」。
政
府
は
憲
法
や
教
育

基
本
法
に
反
し
な
い
形
で
教

材
に
す
る
こ
と
は
問
題
な

い
、
と
閣
議
決
定
を
し
た
。

　
「
教
育
勅
語
は
明
治
天
皇

が
臣
民
に
求
め
る
徳
目
を
な

ら
べ
、
国
や

天
皇
に
命
を

捧
げ
る
よ
う

求
め
る
軍
国

主
義
教
育
に

結
び
つ
い
た

と
さ
れ
る
。」

（
東
京
新
聞
４

月
４
日
）

第
２
次
世

界
大
戦
後
の

１
９
４
８
年
、

教
育
勅
語
は
「
基
本
的
人
権

を
損
な
い
、
国
際
的
に
も
疑

念
を
残
す
」
と
し
て
国
会
で

排
除
・
失
効
の
決
議
が
さ
れ

て
い
る
。
国
民
主
権
の
現
憲

法
下
で
は
教
育
勅
語
は
「
憲

法
や
教
育
基
本
法
」
に
反
す

る
も
の
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。

　

旧
日
本
軍
の
戦
闘
訓
練
で

あ
る
銃
剣
道
の
復
活
や
共
謀

罪
な
ど
、
安
倍
政
権
の
暴
走

は
お
ぞ
ま
し
く
危
険
だ
。

イラスト /yukiko A

中村まさ子の活動日誌（抄）

１月

４日 賀詞交歓会

９日 成人式

11日 女性議員パワーアップ講座、東京清掃労組旗開き

12日 東京土建江東支部新春の集い

13日 江東区連合音楽会、支援法自治体議連、大島地
区各団体合同新年会

14日 さよなら原発 1000 万人署名

15日 大島６丁目団地新年会

17日 マンション建設問題会議

18日 避難の共同センター会議

20日 大島中賀詞交歓会

21日 青少年交流プラザ団体説明会

22日 東部労組新年会、シンポジウム「日本の学校教
育の私費負担を考える」

23日 さよなら原発 1000 万人署名会議

25日 豊洲市場移転問題勉強会

26日 解放共闘総会、区政勉強会

27日 キルトクラブうさうさ、定例会議

29日 緑の党東京本部総会

30日 老人クラブ聯合会 50 周年式典、セミナー「ま
だ変わる！　介護保険」

２月

１日 土地開発公社評議会

２日 地方×国制作研究会

８日 全員協議会

10日 定例会議

11日 さよなら原発 1000 万人署名、緑の党総会

13 日 脱原発会議、マンション建設問題会議

14 日 区政勉強会

17 日 キルトクラブうさうさ

18 日 集会「避難者の住まいを奪うな！」

19 日 避難者の話を聞く会

20 日 原発事故避難者の住宅をめぐる政府交渉

21 日（～３月 30日）第１回区議会定例会

22 日 清掃一部事務組合労組旗開き

23 日 上映会「高江─森が泣いている」

26 日 枝川裁判 10周年実行委員会

３月

５日 朝日友好親善の集い

11 日 さよなら原発 1000 万人署名

17 日 大島中学校卒業式、卒業を祝う会

20 日 江東区民オンブズマンの会総会、仙台堀川公園住民説明会

22 日 避難者住宅問題で都と交渉

23 日 大島第３小学校卒業式

24 日 大島第５小学校卒業式、キルトクラブうさうさ、定例会議

25 日 青少年交流プラザ内覧会

26 日 枝川朝鮮学校裁判 10周年

31 日 震災センター会議

今
村
復
興
大
臣
の
暴
言
の
示
す
も
の

№84№ 84

中村まさ子の区議会レポート

︿﹁
共
謀
罪
﹂
学
習
会
の
ご
案
内
﹀ 

﹁
話
し
合
う
こ
と
が
罪
に
な
る
﹂
共
謀

罪
法
案
に
つ
い
て
学
習
会
を
開
催
し

ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

講
師
：
保
坂
展
人
︵
世
田
谷
区
長
︶

５
月
12
日
午
後
６
時
30
分
か
ら

江
東
区
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー︵
西
大
島
駅
上
︶

資
料
代
：
５
０
０
円 

︿
先
着
１
０
０
名
﹀

本
紙
読
者
の
皆
さ
ん
は
区

役
所
二
階
の
区
議
会
事
務
局

に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？　

中
村
区
議

と
面
会
す
る
た
め
に
訪
れ
た

り
、
陳
情
提
出
の
た
め
に
事

務
局
を
訪
問
さ
れ
た
方
も
あ

る
か
と
思
い
ま
す
。

二
階
入
口

の
表
示
、
気

に
な
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し

た
か
。
私
は

行
く
た
び
に

嫌
な
気
分

に
な
っ
た
の

で
、
必
ず
事

務
局
職
員
に

一
言
、
二
言
、
声
を
か
け
て
い

ま
し
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
か
、

２
０
１
６
年
秋
に
表
示
が
変
更

に
な
り
ま
し
た
。
以
前
の
表
示

（
右
）
と
現
在
の
表
示
（
左
）、

ど
う
見
て
も
、
今
の
表
示
の
方

が
い
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

（
塩
浜
・
花
村
健
一
）

　「
民
主
主
義
」
は
入
口
表
示
か
ら
?!

「
教
育
勅
語
」は

許
さ
れ
ま
せ
ん

1940 年発行『教育勅語児童読本』巻頭に掲載
されている「教育勅語」。同書の著者は「教育
勅語渙発五十周年奉賛会」（国立国会図書館蔵）

＊
中
学
生
勉
強
会
参
加
者
募
集

　

塾
に
通
っ
て
い
な
い
中
学
生
を
対
象
に
「
江
東
中
学
生

勉
強
会
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
が
学
習
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
関
心
の
あ
る
方
は
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

日
時
：
毎
週
水
曜
日
18
時
30
分
か
ら

会
場
：
江
東
区
青
少
年
交
流
プ
ラ
ザ（
旧
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）

江
東
区
亀
戸
７
│
41
│
16

費
用
：
月
額
５
０
０
円

お
問
合
せ
：
０
９
０
│
２
１
６
１
│
１
９
６
３
（
中
村
）

ま
で


